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稲 葉 継 雄 教 授 略 歴

稲　 葉　 継　 雄
昭和22年９月４日生

昭和41年３月 佐賀県立唐津東高等学校卒業
昭和41年４月 九州大学教育学部入学
昭和45年３月 九州大学教育学部卒業
昭和45年４月 九州大学大学院教育学研究科修士課程入学
昭和46年５月 韓国・延世大学校大学院教育学科研究生（~昭和47年３月）
昭和48年３月 九州大学大学院教育学研究科修士課程修了
昭和48年４月 韓国・高麗大学校大学院教育学科博士課程研究生（~昭和49年２月）
昭和49年３月 韓国・高麗大学校大学院教育学科博士課程入学
昭和49年８月 韓国・高麗大学校大学院教育学科博士課程退学

昭和49年９月 東京・韓国研究院　研究員
昭和50年４月 筑波大学学務部大学院課　技術補佐員
昭和50年５月 筑波大学学務部大学院課　文部技官
昭和51年４月 筑波大学研究協力部研究協力課　文部技官
昭和55年７月 筑波大学文芸・言語学系　講師
昭和62年８月 筑波大学文芸・言語学系　助教授
平成５年４月 九州大学教育学部　助教授
平成９年４月 九州大学教育学部　教授
平成10年４月 九州大学総長補佐（～平成11年３月）
平成10年４月 九州大学大学院人間環境学研究科　教授
平成12年４月 九州大学大学院人間環境学研究院　教授
平成16年７月 九州大学教育学部長（～平成18年６月）
平成18年４月 九州大学韓国研究センター長（～平成22年３月）

学 協 会 役 員

平成３年７月 アジア教育史学会　常任理事
平成５年７月 アジア教育史学会　理事（~平成18年７月）
平成５年12月 東アジア地域研究学会　理事
平成12年10月 九州教育学会　常任理事（~平成14年10月）
平成17年10月 九州教育学会　常任理事（~平成21年10月）
平成20年10月 九州教育学会　事務局長（~平成21年10月）
平成21年10月 九州教育学会　会長（~平成23年10月）
平成21年10月 アジア教育学会　会長



稲 葉 継 雄 教 授 業 績 目 録
Ⅰ　学術論文
「日本統治時代末期の朝鮮教育における民族主義」『韓』第２巻第８号，東京・韓国研究院，1973年，77-99頁
「日本語教育に関する韓国世論の動向」『韓』第２巻第９号，東京・韓国研究院，1973年，39-44頁
「韓国の高校における日本語教育の現況」『韓』第２巻第９号，東京・韓国研究院，1973年，45-56頁
「解放後韓国教育の再建に尽した人々―教育諮問委員会の人脈―」『韓』第３巻第４号，東京・韓国研究院，

1974年，91-107頁
（共著）阿部洋・稲葉継雄「日本におけるアジア人留学生の意識」『IDE』163号，民主教育協会，1975年，19-26頁
（共著）阿部洋・稲葉継雄「アジア人留学生の日本留学観―『アジア人留学生意識調査』の分析を通してみた
―」『国立教育研究所紀要』第89集，1976年，149-252頁

「韓国の高校における日本語教育―その後の推移―」『韓』第５巻第３号，東京・韓国研究院，1976年，
109-116頁

「日本留学帰国者の社会的位置―韓国の場合―」『日本比較教育学会紀要』第３号，1977年，56-59頁
「韓国における日本語教育―その推移と展望―」『外国人と日本語』第２号，筑波大学文芸・言語学系内プ

ロジェクト，1977年，35-59頁
（共著）阿部洋・稲葉継雄「韓国人留学生の日本留学観」『韓』第６巻第４号，東京・韓国研究院，1977年，9-118頁
（共著）阿部洋・清水慶秀・馬越徹・黒岩晰子・稲葉継雄「日本留学帰国者の意識とその活動―韓国におけ

るアンケート調査の分析結果―」『国立教育研究所紀要』第94集，1978年，268-283頁
「韓国人の日本語学習における困難点―発音を中心として―」『外国人と日本語』第３号，筑波大学文芸・

言語学系内プロジェクト，1978年，63-79頁
「韓国の『高等学校日本語読本』について」『外国人と日本語』第４号，筑波大学文芸・言語学系内プロジェク

ト，1979年，31-58頁
「韓国の道徳教育」『日本比較教育学会紀要』第６号，1980年，24-27頁
「『朝鮮語』と『韓国語』―南北の言語変化について―」『外国語教育論集』第２号，筑波大学外国語セン

ター，1982年，37-47頁
（共著）阿部洋・蔭山雅博・稲葉継雄「東アジアの教育近代化に果した日本人の役割―お雇い日本人教習と中

国・朝鮮―」『日本比較教育学会紀要』第８号，1982年，55-58頁
（共著）矢野謙一・稲葉継雄「朝鮮語辞書の歴史― 19世紀以降―」『外国語教育論集』第３号，筑波大学外

国語センター，1983年，155-176頁
「セマウル教育―学校・社会における青少年教育の韓国的形態―」『国立教育研究所紀要』第105集，1983

年，１-15頁
「米軍政下南朝鮮における国語浄化活動」『筑波大学　地域研究』１，筑波大学大学院地域研究研究科，1983年，

63-73頁
「米軍政期南朝鮮のハングル普及運動」『外国語教育論集』第５号，筑波大学外国語センター，1983年，95-117頁
「『解放』後韓国における『ハングル専用論』の展開―米軍政期を中心に―」『文藝言語研究』言語篇８，筑

波大学文芸・言語学系，1983年，61-88頁
“Development of the Language Policy Under the U.S. Military Government”『EAST WEST EDUCATION』Vol.6 No.1  

Ewha Womans Univ.  Spr.1985  pp.48-58
「光州実業学校について―旧韓末『日語学校』の一事例―」『外国語教育論集』第７号，筑波大学外国語セ

ンター，1985年，105-134頁
（共著）阿部洋・関英子・稲葉継雄「『解放』後韓国の教育改革―アメリカ軍政期（1945~1948年）を中心に



―」『国立教育研究所研究集録』第10号，1985年，46-51頁
「達城学校について―旧韓末『日語学校』の一事例―」『外国語教育論集』第８号，筑波大学外国語センター，

1986年，143-166頁
「韓南学堂について―旧韓末『日語学校』の一事例―」『文藝言語研究』言語篇10，筑波大学文芸・言語学

系，1986年，79-98頁
「釜山開成学校について―旧韓末『日語学校』の一事例―」『筑波大学　地域研究』４，筑波大学大学院地

域研究研究科，1986年，71-94頁
「官立漢城外国語学校について―日語学校を中心に―」『韓』通巻第103号，東京・韓国研究院，1986年，

133-182頁
「京城学堂について―旧韓末『日語学校』の一事例―」『日本の教育史学』第29集，教育史学会，1986年，

76-94頁
「韓国における日本語教育史」『日本語教育』60号，日本語教育学会，1986年，136-148頁
「仁川日語学校について―旧韓末『日語学校』の一事例―」『文藝言語研究』言語篇11，筑波大学文芸・言

語学系，1987年，137-155頁
「東本願寺の旧韓国における教育活動」『筑波大学　地域研究』５，筑波大学大学院地域研究研究科，1987年，

53-70頁
「井上角五郎と『漢城旬報』『漢城周報』―ハングル採用問題を中心に―」『文藝言語研究』言語篇12，筑波

大学文芸・言語学系，1987年，209-225頁
「旧韓末『日語学校』の日本人教師―その代表的事例―」『国立教育研究所紀要』第115集，1988年，147-166頁
「鮎貝房之進・与謝野鉄幹と乙未義塾―旧韓末『日語学校』の一事例―」『韓』通巻第109号，東京・韓国研

究院，1988年，148-171頁
「米軍政下韓国における言語政策の展開」『韓』通巻第111号，東京・韓国研究院，1988年，61-104頁
「日語錦城学堂について―旧韓末『日語学校』の一事例―」『外国語教育論集』第11号，筑波大学外国語セ

ンター，1989年，297-312頁
「源興学校について―旧韓末『日語学校』の一事例―」『文藝言語研究』言語篇15，筑波大学文芸・言語学

系，1989年，87-98頁
「一進会の教育活動」『筑波大学　地域研究』７，筑波大学大学院地域研究研究科，1989年，85-102頁
「浄土宗の旧韓国における教育活動―日本語教育を中心として―」『文藝言語研究』言語篇16，筑波大学文

芸・言語学系，1989年，67-77頁
「旧韓末の『日語学校』（補遺）」『文藝言語研究』言語篇17，筑波大学文芸・言語学系，1990年，99-132頁
「韓国の放送通信大学・開放大学」『国立教育研究所紀要』第117集，1990年，105-114頁
「旧韓末『日語学校』の諸特徴」『筑波大学　地域研究』８，筑波大学大学院地域研究研究科，1990年，63-84頁
「旧韓末の私立学校における日本語教育」『文藝言語研究』言語篇18，筑波大学文芸・言語学系，1990年，79-112頁
「旧韓国と熊本県人―その教育上の関連―」『筑波大学　地域研究』９，筑波大学大学院地域研究研究科，

1991年，133-154頁
「甲午改革期の朝鮮教育と日本」『国立教育研究所紀要』第121集，1992年，17-38頁
「旧韓国の日本語教育」『筑波大学　地域研究』10，筑波大学大学院地域研究研究科，1992年，33-56頁
「旧韓国官公立普通学校の日本人教員―教員人事を中心として―」『筑波大学　地域研究』11，筑波大学大

学院地域研究研究科，1993年，１-24頁
「旧韓国・朝鮮の教育と福岡県人」『九州大学教育学部紀要（教育学部門）』第39集，1994年，157-172頁
「旧韓国雇聘日本人『学部職員』のその後― 1909年７月～1916年10月の動向―」『九州大学教育学部附属比

較教育文化研究施設紀要』第45号，1994年，15-30頁
「水野錬太郎と朝鮮教育」『九州大学教育学部附属比較教育文化研究施設紀要』第46号，1995年，45-59頁



「旧韓末の『日語学校』―事例研究から全体像へ―」『アジア教育史研究』第５号，アジア教育史学会，1996
年，1-14頁

「韓国初等・中等教員の諸問題」『九州大学教育学部附属比較教育文化研究施設紀要』第47号，1996年，39-52頁
「新潟産業大学人文学部の国際教育―『環日本海文化学』をめざして―」『九州大学教育学部附属比較教育

文化研究施設紀要』第48号，1996年，23-37頁
「旧韓国教育界の佐賀県人」『九州大学教育学部附属比較教育文化研究施設紀要』第50号，1997年，71-86頁
「広島高等師範学校と旧韓国・朝鮮の教育」『九州大学教育学部附属比較教育文化研究施設紀要』第51号，1998

年，1-48頁
「塩原時三郎研究―植民地朝鮮における皇民化教育の推進者―」『大学院教育学研究紀要』創刊号（通巻第

44集），九州大学大学院人間環境学研究科，1999年，185-208頁
「各国の教育改革の動き―韓国―」『学校教育研究所年報』第44号，2000年，54-57頁
「旧韓国における居留邦人の教育」『大学院教育学研究紀要』第３号（通巻第46集），九州大学大学院人間環境学

研究院，2001年，203-233頁
「東京女子高等師範学校と旧韓国～朝鮮の教育」『国際教育文化研究』Vol. 1，九州大学大学院人間環境学研究院

国際教育文化研究会，2001年，1-14頁
「宇垣総督時代の朝鮮教育」『大学院教育学研究紀要』第４号（通巻第47集），九州大学大学院人間環境学研究

院，2002年，125-141頁
「京城日出小学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『大学院教育学研究紀要』第５号（通巻

第48集），九州大学大学院人間環境学研究院，2003年，105-121頁
「龍山中学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『国際教育文化研究』Vol. 3，九州大学大学院

人間環境学研究院国際教育文化研究会，2003年，1-14頁
「釜山第一商業学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『大学院教育学研究紀要』第６号（通

巻第49集），九州大学大学院人間環境学研究院，2004年，19-38頁
「釜山第六小学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『アジア教育史研究』第13号，アジア教

育史学会，2004年，1-21頁
「釜山第一小学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『国際教育文化研究』Vol. 4，九州大学大

学院人間環境学研究院国際教育文化研究会，2004年，１-17頁
「京城帝国大学予科について―『朝鮮的要素』と『内地的要素』を中心に―」『大学院教育学研究紀要』第

７号（通巻第50集），九州大学大学院人間環境学研究院，2005年，35-49頁
「山梨総督時代の朝鮮教育」『大学院教育学研究紀要』第８号（通巻第51集），九州大学大学院人間環境学研究

院，2006年，23-43頁
「李軫鎬研究―朝鮮総督府初の朝鮮人学務局長の軌跡―」『国際教育文化研究』Vol. 6，九州大学大学院人間

環境学研究院国際教育文化研究会，2006年，1-18頁
「京城師範学校＂演習科＂第１期生について」『大学院教育学研究紀要』第９号（通巻第52集），九州大学大学院

人間環境学研究院，2007年，39-52頁
「植民地朝鮮における官公立中等学校の校長人事」『国際教育文化研究』Vol. 7，九州大学大学院人間環境学研究

院国際教育文化研究会，2007年，1-25頁
「大邱中学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『大学院教育学研究紀要』第10号（通巻第53

集），九州大学大学院人間環境学研究院，2008年，1-22頁
「会寧高等女学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『国際教育文化研究』Vol. 8，九州大学大

学院人間環境学研究院国際教育文化研究会，2008年，1-16頁
「朝鮮総督府学務局長・学務課長の人事」『大学院教育学研究紀要』第11号（通巻第54集），九州大学大学院人間

環境学研究院，2009年，61-98頁



「裡里農林学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『国際教育文化研究』Vol. 9，九州大学大学
院人間環境学研究院国際教育文化研究会，2009年，17-37頁

「大邱商業学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『大学院教育学研究紀要』第12号（通巻第
55集），九州大学大学院人間環境学研究院，2010年，1-18頁

「大邱鳳山町小学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『国際教育文化研究』Vol. 10，九州大
学大学院人間環境学研究院国際教育文化研究会，2010年，1-18頁

「植民地朝鮮の道立師範学校」『大学院教育学研究紀要』第13号（通巻第56集），九州大学大学院人間環境学研究
院，2011年，37-58頁

「清津高等女学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『国際教育文化研究』Vol. 11，九州大学
大学院人間環境学研究院国際教育文化研究会，2011年，1-22頁

「羅南中学校について―在朝鮮『内地人』学校の事例研究―」『大学院教育学研究紀要』第14号（通巻第57
集），九州大学大学院人間環境学研究院，2012年，1-19頁

Ⅱ．著　　書
ａ．単　著
『旧韓末「日語学校」の研究』九州大学出版会，1997年，全515頁
『旧韓国の教育と日本人』九州大学出版会，1999年，全352頁
『旧韓国～朝鮮の日本人教員』九州大学出版会，2001年，全339頁
『旧韓国～朝鮮の「内地人」教育』九州大学出版会，2005年，全370頁
『朝鮮植民地教育政策史の再検討』九州大学出版会，2010年，全217頁
ｂ．共　著
「韓国の青少年教育」駒田錦一他編『世界の青少年教育』全日本社会教育連合会，1978年，295-308頁
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「世界の教育改革の動きを見る―韓国」『総合教育技術』第48巻第18号，小学館，1994年，60-61頁
「旧韓国官公立普通学校の日本人教員―教育活動を中心として－」『歴史批判』第13号，서울・図書出版 다섯

수레，1994年，336-357頁
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土 戸 敏 彦 教 授 略 歴

土 戸 敏 彦
昭和22年12月18日生

昭和41年３月 大阪府立茨木高等学校卒業
昭和41年４月 京都大学理学部入学
昭和44年４月 京都大学教育学部転学部
昭和46年３月 京都大学教育学部卒業
昭和46年４月 京都大学大学院教育学研究科修士課程入学
昭和48年３月 京都大学大学院教育学研究科修士課程修了
昭和48年４月 京都大学大学院教育学研究科博士課程進学
昭和51年３月 京都大学大学院教育学研究科博士課程単位取得
昭和52年３月 京都大学大学院教育学研究科博士課程退学

昭和52年４月 大谷大学文学部助手
昭和53年４月 大谷大学短期大学部専任講師
昭和61年４月 大谷大学短期大学部助教授
昭和62年４月 大谷大学文学部助教授
昭和62年４月 西独デュースブルク大学にて在外研究（大谷大学在外研究員）
 （～昭和63年８月）
平成４年４月 九州大学教育学部助教授
平成10年４月 九州大学大学院人間環境学研究科教授
平成12年４月 九州大学大学院人間環境学研究院教授
平成16年３月 博士（教育学）（九州大学）

学 会 役 員 等

平成13年10月 九州教育学会常任理事（～平成17年10月）
平成14年４月 九州教育学会紀要編集委員長（～平成16年３月）
平成18年４月 九州教育学会事務局長（～平成20年３月）
平成19年10月 九州教育学会常任理事（～平成23年10月）
平成22年４月 九州教育学会紀要編集委員長（～平成24年３月）
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頁，2006年３月
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学際的研究』平成16･17年度科学研究費補助金（萌芽研究）研究成果報告書（研究代表者・古川久敬），
51-64頁，2006年３月
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号，131-50頁，2001年３月
「超越論的水準における〈子ども〉と教育の場における崩壊現象」『九州大学大学院教育学研究紀要』，第２号，
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「教育学の生成期におけるフィヒテの教育論の意味」『大谷大学研究年報』，第35集，151-191頁，1983年２月
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『教育学概論』（共著） 仙波克也・有吉英樹・織田成和編著，「教育の目的と目標」，25-39頁，コレール社，2011

年５月
 『教育学への誘い』（共著）山崎高哉編著，「規範的教育学―超越論哲学的教育学」，100-108頁，ナカニシヤ出

版，2004年４月
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『教育の原理と課題』（共著）筧田知義・尾崎ムゲン・若原道昭監修，「教育の目的」，96-126頁，昭和堂， 2000

年４月
『人間形成の基礎と展開』（共編著）新谷恭明・土戸敏彦編著，コレール社，1999年４月
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Ⅲ．その他
［書評］「森毅著・福井直秀編『一刀斎、最後の戯言』（平凡社，2010年）」，『教育と文化』（国民教育文化総合研

究所），64号，95頁，2011年８月
「わたしの中に棲む〈子ども〉」『教育公開連続講座』（教育実践総合センター「実践報告」No.38）福岡教育大学
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［書評］「佐野安仁監修、加賀裕郎・隈元泰弘編『現代教育学のフロンティア』（世界思想社，2003年）」『教育哲
学研究』（教育哲学会），第89号，169-170頁，2004年５月
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